
教育業界における TOWS分析（クロ

ス SWOT戦略） 

【SO戦略】強み × 機会 

• ・“人による価値提供”を活かして、生成 AIでは再現しにくい“共感力のある対話型教

育”を前面に出し、非認知能力開発市場に進出。 

• ・Z世代の価値観に即した“教育コンセプトのストーリーブランディング”を行い、

SNSでの拡散力を活用して地域密着型教室の全国化を目指す。 

• ・柔軟なサービス設計力を武器に、学童や幼児教室を“探究×福祉”の複合型施設とし

て地域創生型モデルに発展させる。 

【WO戦略】弱み × 機会 

• ・AI ツールや EdTech パートナーと連携し、講師の質のばらつきを“標準化×可視化”

するシステムを導入。講師依存モデルから脱却。 

• ・“必要性が伝わりにくい”幼児教室に対して、科学的根拠に基づく教育成果のデー

タ提示（エビデンスベース）をマーケティングに活用。 

• ・教室のブランディングと世界観設計を強化し、価格競争ではなく“共感価値”によ

る差別化を徹底する。 

【ST戦略】強み × 脅威 

• ・人間性の高さや信頼構築力を軸に、“AI には任せられない”領域での価値訴求を強

化（例：子育て相談、発達サポートなど）。 

• ・教室の運営リスクに備え、“小さく分散型”運営を進めることで SNS 炎上などのリ

スクを局所化・最小化。 

• ・地方や郊外地域では既存の信頼資産を活かし、少子化時代でも継続利用される“地

域の教育拠点”としてのポジションを確立。 

【WT戦略】弱み × 脅威 

• ・価格競争に巻き込まれないように、サブスク型や成果報酬型プランなど、新しい

料金体系の開発で柔軟性と差別化を両立。 

• ・炎上リスクを低減するため、講師へのリスク教育とマニュアル整備を強化し、運

営の標準化と透明化を同時に推進。 

• ・スケーラブルな EdTech 連携を通じて、一教室あたりの人的負担を軽減しつつ、

収益性を高める“ハイブリッド経営”に移行。 


